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わが曇れる目に映りし宮下教授の姿
久保田　正　雄
　去年の今頃だった。2部の授業を終えホッとして軽く夕食をすませてからと
っぷり暮れた街を御茶ノ水駅に向って歩いていると，腹に応える宮下先生の呼
び声が聞えた。　「天駒」のなかから私を目にとめて誘って下さったのである。
高田さん大田原さんと一緒だったが，またしても御馳走になり楽しい時を過し
た。これが今生で先生とお会いした最後となってしまったのである。
　顧れば先生が明治に来られてから10数年となったが，私は入試の出題採点で
地理グループに属した縁で先生から文字通り多岐にわたる指導を賜り，これに
加え，知識，雑学，酒，食事などでいつも一方的な御好意に甘えてしまった。
何か変な言い方だが，先生には，オゴラレっ放しでも少しも引け目を感じさせ
ないような一種不可思議な人徳が着いていたのだろう。私は先生の包容力に安
心してしまい，学者宮下教授を括弧に入れたままで学生時代に戻ったような交
際をさせていただき，雑学を再履修していたのである。地理グループの休憩時
間は，往年の外国映画の名優の思い出，歌舞伎・新劇の逸話，史談，軍談，講
談，落語，艶笑課などで賑わったが，先生の博識と見聞には誰∵人として脱帽
しない者はなかった。フランス映画の話が弾んだ折，先生の風貌が名優アリー
ポール（ベートーベン，ジャン・ヴァルジャン，タラス・ブーリバ，メグレ警…
部などを演じた）を髪髭とさせたのでその旨を申し上げたところ，先生には聯
が心外・御不満の様子だった。お話を聞くと先生はかつて自らをrぺペル・モ
コ』のジャン・ギャバンに擬していられたのであった。先生はこうして皆を寛
がせて下さる一方，毎年地理のキャップとして一人一人の出題案を必ず基礎資
料と統計まで確かめて検討して的確な吟味修正を加えられ，校正に当っては，
基本的ミスを犯さないよう，温顔のうちにも厳しく諭されたのであった。入試
当日出題責任者として待機し，採点期間中キャップの会に出る時の先生には，
名将ハンニバルの如き悠揚迫らざる風姿があった。地理の出題と採点では科目
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の性質上，必ずしも予測できない難問がしぼしぼ持ち上がる。こういう時先生
は専門家として常に事柄の根源に遡って考え基本資料によって解答を求め，安
易な客観操作や出典軽信に趨ることを戒められた。入試業務という研究職には
あらずもがなの苦役がかえって知識向上の糧となったのは，大いに宮下先生の
おかげである。大学院7階の相部屋研究室は，関場先生の蒐集による趣味豊か
な蔵書もあって，実に楽しい気分が盗れ，ほかではオッカナイ大先生も顔色を
和らげて息抜きに来室さることがしぼしぼあった。新研究棟の個室を宮下先生
はそんなに喜ばなかったようである。
　この頃から先生の健康には少しつつ陰りが見えはじめ，サッポロ・ビールや
コニャックの代りに白ワインの水割りを用いられるようになった。「どうも豚
が結滞して，ダン・ダン・ダーとなるんでね」と笑っていられたが，豪毅な先
生は微塵も弱音を吐かなかった。昨年の春頃教育テレビで独仏合作のr大いな
る幻影』が放映されたが，先生は「あのシュトロハイムには圧倒された。共演
のジャン・ギャバンはまるで三下奴みたいだ」と感想を述べられた。何かのき
っかけで私がrゲーテの猫』（スヴェント・レオポルド，1907年，源哲磨訳1984
年）という小説のことを話すと，一度読もうと言われお貸しした所，かなり面
白かったようで，入試校正の頃まで物語のところどころをよく話題になさって
いた。
　計報に接して中野のマソションに駆けつけたとき，姉上の御言葉もあって御
遺体に読経し，8月には白石教授はじめ諸先生にお供をして秩父の円福寺に墓
参をした。読経とは別に私が黙諦したのは，その昔たどたどしく暗記したこと
のあるrファウスト』の薦詞の一節だった。
　Ihr　naht　euch　wieder，　schwankende　Gestalten，　Die　frUh　sich　einst　dem
trUben　Blick　gezeigt．　Versuch’ich　wohl，　euch　diesmal　festzuhalten　？
FUhl’ich　mein　Herz　noch　jenem　Wahn　geneigt　？
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